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西 口 拓 子 
 
Die in der Zeitschrift “Kyoiku Zasshi” 








れは『教育雑誌』の「湖海談林」欄に 1887（明治 20）年「1 月 15 日から 6
月 25 日までの約半年間、17 回にわたって翻訳紹介され」、そのうち 13 回に
は挿絵が一枚ずつ添えられている。これらはイギリスの挿絵画家ウェーナー




                                                          
1 府川源一郎「『教育雑誌』に翻訳されたグリム童話」『大阪国際児童文学振興財団研






no. 6、438-446、2015 年）444 頁の表を参照した。 
〔 182 〕 
た。2 単行本として最も早かったのが 1887（明治 20）年の『西洋古事 神仙




第 22 号 1 月 15 日 「「スクアイヤ」、コーブスの話」【コルベスさん】3（KHM 
41）4  
































（KHM 2）  














第 29 号 3 月 25 日 「アリースの話
はなし
」【賢いエルゼ】（KHM 34） 
















第 33 号 5 月 5 日 「マダム、ホールの話
はなし
」【ホレおばさん】（KHM 24） 

















                                                          
2 府川源一郎「アンデルセン童話とグリム童話の本邦初訳をめぐって」『文学』第 9 巻
第 4 号、岩波書店、2008 年、140-151 頁。 
3 本稿では、明治期の邦訳タイトルと区別するため、『グリム童話集』でのグリム兄弟
によるオリジナルのタイトルの和訳は【 】で示す。 
4 慣例に従い、『グリム童話集』（Kinder- und Hausmärchen）の各話に、第 7 版（1857
年）での収録番号を KHM とともに示す。 
『教育雑誌』に発見されたグリム童話の明治期翻訳の底本について 
























                                                          
5 府川 2015 年、9 頁。 
6 西口拓子「澁江保訳『西洋妖怪奇談』の挿絵と底本について――挿絵からみた明治期
グリム童話翻訳」『専修人文論集』第 92 号、専修大学学会、2013 年、143-164 頁。西
口拓子「和田垣謙三・星野久成訳『グリム原著 家庭お伽噺』――底本と翻訳」『専修
人文論集』第 99 号、専修大学学会、2016 年、451-477 頁。 
7 ウェーナート版に関しては、拙論（西口 2016 年）参照。本稿での引用には筆者蔵
の以下の版を用いる。Household Stories. Collected by the Brothers Grimm. With 
Two Hundred Illustrations by E. H. Wehnert. London. 刊行年は推定 1900 年前後で
ある。 
〔 184 〕 











「スクアイヤ」、コーブスの話 Herr Korbes  Herr Korbes (KHM 41) 
デーム、トルードの話  The Old Witch  Frau Trude (KHM 43) 







年のポール訳9 と 1884 年のハント訳10 がある。【賢い人たち】はポール訳に
は “Clever People”、ハント訳には “Wise Folks” のタイトルで訳出されてい
る。先の３話のタイトルも比べてみよう。 
 
                                                          
8 府川 2015、12 頁の注 8 参照。 
9 Paull, Mrs. H. B. (transl.): Grimm's Fairy Tales. A New Translation. London. 刊
行年は 1868 年もしくは 1872 年と推定されている。これは全訳ではなく、128 のグリ
ム童話を訳出したものである。タイトル数が 130 なのは、グリムの【小人たち】（KHM 
39）の中の短い 3 話を独立させて掲載しているためである。 
10 Hunt, Margaret (transl.): Grimm’s Household Tales. With the author's notes. 
Translated from the German and edited by Margaret Hunt. 2 vols., London 1884. 
これは『グリム童話集』の全訳である。 
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〔 185 〕 
『教育雑誌』 ウェーナート版 1853 ポール訳 1868（1872） ハント訳 1884 
「スクアイヤ」、 
コーブスの話 
Herr Korbes The Troublesome Visitors Herr Korbes 
デーム、トルードの話 The Old Witch なし（全訳ではないため） Frau Trude 





を確認すると、Alice としているのはウェーナート版の “Clever Alice” のみ
で、ポール訳の “The Clever Elfe” やハント訳の “Clever Elsie” を「アリー
ス」というカタカナにするのには無理がある。以上より、ポール訳、ハント
訳を翻訳に用いたと考えるのは難しい。そこで考察対象を広げて、少し以前







“Wise Alice” で、女性名が一致している。【賢い人たち】も “The Wise 
Peasants” というタイトルで訳出されている。『教育雑誌』でのタイトルは
「怜悧なる農夫」で、ドイツ語の「人」ではなく「農夫」となっており、デ
イビス訳の Peasants と一致している。12 
 
                                                          
11 Davis, Matilda Louisa (transl.): Home Stories, collected by the Brothers Grimm, 
Newly Translated. London 1855. 
12 ドイツ語は Leute で複数形である。デイビス訳も複数形の Peasants である。ポー
ル訳は “Clever People”、ハント訳は “Wise Folks” としている 










第 7 版である。14 これがグリム兄弟が存命中に手掛けた最後の「大きな版」
だからで、ここには 200 番までの Märchen と 10 話の Kinderlegenden が収
められている。ここで忘れてはならないのは、選集版の存在である。好評を
博した 1823 年の英語訳（テイラー訳、選集）に刺激を受けて、グリム兄弟
が 50 話を選び、「小さな版」として 1825 年より出版したものだ。グリム兄
弟が手掛けた最後の「小さな版」は 1858 年の第 10 版だが、第 9 版は 1853
年で、デイビス訳に先んじている。この第 9 版の 39 番目に【賢い人たち】
が掲載されているのである。つまり、【忠実な動物たち】がこれと差し替えら
れたのは 1853 年だったのである。15 デイビスが「小さな版」をも利用してい
たと考えれば、“mystery” は解決する。デイビス訳は、タイトルベースで 91
話16 あるが、ほとんどが「大きな版」の第一巻から採られている。第一巻に
ない 9 話は全て「小さな版」第 9 版に掲載されている話である。17 
                                                          
13 Sutton, Martin: The Sin-complex: A Critical Study of English Versions of the 
Grimm's Kinder- und Hausmärchen in the Nineteenth Century. Kassel 1996.  
14 『グリム童話集』第 7 版刊行前の翻訳は、底本に注意が必要である。前述の通りウェー
ナート版は 1853 年が初版で、テクストを比較考察すると、『グリム童話集』第 6 版を
翻訳したものであることが分かる。（西口 2013 年参照） 
15 このことは、レレケが注釈で既に指摘している。Rölleke, Heinz (Hrsg.): Brüder Grimm. 
Kinder- und Hausmärchen. Ausgabe letzter Hand mit den Originalanmerkungen. 3 
Bde. Stuttgart 2010. Bd. 3, S. 502. 
16 タイトル数は 91 だが、グリム童話の 88 話に相当する。グリムの【狐の奥さんの結
婚式】（KHM 38）には 2 話、【小人たち】（KHM 39）には 3 話が収められているが、
デイビスはそれらを独立させて掲載しているためである。 
17 【賢い人たち】以外の 8 話は、「大きな版」第 6 版第 2 巻もしくは「小さな版」第 9
『教育雑誌』に発見されたグリム童話の明治期翻訳の底本について 

























に投げつけました。（6-Bd.1. S. 247）18 
                                                                                                                           
版による。 
18 本稿の『グリム童話集』からの引用は、第 6 版（Kinder- und Hausmärchen 
gesammelt durch die Brüder Grimm. 6. Aufl. 2 Bde. Göttingen 1850）による。グリ
ム兄弟が手掛けた最後の版は第 7 版だが、ウェーナート版もデイビス訳も、それ以前
に刊行されているためである。第 7 版（7. Aufl. 2 Bde. Göttingen 1857）も確認し、
異同のある場合のみ言及する。日本語訳は以下を参照した。野村泫訳『完訳グリム童























Wehnert: Soon afterwards Herr Korbes returned, and going to 
the hearth poked the fire; then the Cat threw the ashes in his 
face. (S. 138) 
 
Davis: The squire shortly afterwards came home, and not 
knowing how his house had been taken possession of, went to the 












                                                                                                                           




















Wehnert: and as I approached quite near, he drew out a naked 
bone from his body, and beat me with it till I fell, as it were, dead 
before him. (S. 239) 
 
Davis: and when I got nearer to him, he took a polished rib out of 
his body, with which he beat me so severely, that I had nearly 














〔 190 〕 












































Wehnert: “Oh, is that all?” returned the Fox; “why, I understand 
a ⑥hundred arts, and have, moreover, a sackful of cunning! I pity 
you! Come with me, and I will show you how to ⑦escape the 
hounds.” (S. 225) 
 
Davis: “Is that all?” returned the fox, contemptuously: “I am 
master of a ⑧thousand arts; and besides these, have a whole 
sack-full of cunning tricks. I pity you! Come with me, and I will 








































ツの挿絵画家グロート・ヨハンが細かに描いている（図 1）。それを見た 4 歳
                                                          
20  Kinder- und Hausmärchen. Gesammelt durch die Brüder Grimm. Mit 
Illustrationen von P. Grot Johann und R. Leinweber. Stuttgart u. a. 1893. 
図 2 ウェーナート画 
【年とった祖父と孫】
筆者蔵





















Wehnert: and henceforth they let the old Grandfather sit at table 
with them, and always take his meals there, and they did not 
even say anything if he spilled a little upon the cloth. (S. 237) 
 
Davis: and from this time they ③showed all possible kindness to 
him, and were indulgent towards those infirmities which were 








































が」となっている（第 26 号）。これもデイビス訳の “she licked her lips, as 
〔 194 〕 
often as she thought of the jar of fat.” (S. 5) と一致する。ウェーナート版で
は “and stroking his whiskers as often as he thought of the pot of fat.” (S. 
4) であり、グリム版と同様にひげとなっているからだ。（猫はドイツ語では













Wehnert: This advice was followed, and a pot was bought with 
some grease in it. (S. 4)  
 
Davis: The good advice was followed, and a jar full of fat was 














                                                          
21 「教会」が「寺」と翻訳されることに関しては、拙論（西口 2016 年、462 頁）参
照。 
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3.6.「金色の鵞鳥の話」【金の鵞鳥】（KHM 64） 
森に木を伐りに出かける長男に、母親はおいしいすてきなパンケーキ











Wehnert: and before he went his mother gave him a fine large 
pancake and a bottle of wine to take with him. (S. 207) 
 
Davis: and his mother gave him a nice rich cake, made with eggs 





























れずなりたりとなん（第 29 号） 
 
Wehnert: and so nobody would receive her. Then she ran straight 
away from the village, and no one has ever seen her since. (S. 
107) 
 
Davis: and she could find shelter nowhere, therefore she ran and 







3.9.「デーム、トルードの話」【トルーデおばさん】（KHM 43)  






グリム版では「炭焼き（Köhler）」で、ウェーナート版では “That was a collier” 
(S. 137) である。デイビス訳では “that brings the coals” (S. 172) と翻訳さ
れており、やはり邦訳に近い。 
少女はさらに、「頭が燃えている悪魔（mit feurigem Kopf）」（グリム版 
6-Bd.1. S. 251）を見る。『教育雑誌』では「頭」ではなく「只だ眼のピカピ
カしたる惡婆」とある。ウェーナート版では “a creature with a fiery head” 
(S. 137) で「頭」であるのに対し、デイビス訳は “the wicked one with 




〔 197 〕 
3.10.「老狗「サルタン」の話」【老ズルタン】（KHM 48） 
老いて飼い主に撃ち殺される運命の犬を、狼が助ける。犬の飼い主（夫婦）
が農作業の間に「いつも子どもをやぶの後ろのかげに（hinter die Hecke in 










ナート版では “behind the hedge in the shade” (S. 147) で、デイビス訳は 
“in the shade under a hedge” (S. 185) である。ウェーナート版は behind で










ウェーナート版では country-house で cook が（S. 223）、デイビス訳では





























































Wehnert: “What are you afraid of, my child? Stop with me: if you 
will put all things in order in my house, then shall all go well 
with you; only you must take care that you make my bed well, 
and shake it tremendously, so that the feathers fly; then it snows 
upon earth. I am 'Old Mother Frost.'” (S. 75f.) 
 
Davis: “What do you fear?” cried the old woman; “stay with me, 
my dear, and if you will do all my work very nicely, it shall be 
well for you; only you must be very careful to make my bed 
properly, and to shake it every morning, that the feathers may fly, 
















は “else your ribs shall be crushed in your body!” (S. 325)、デイビス訳は









日を違えず」にという表現が特徴的である。ウェーナート版は “The Fox 
appeared to be very honourable, and said to the Wolf, …” (S. 224) で、該
当する言葉はない。デイビス訳には “The fox appeared punctually at the 





デイビス訳のタイトルは “The Wise Peasants” で、前述の通りドイツ語で 









































Tailor in Olympus” と変えられていることが象徴しているように、話全体が
ローマ神話の世界に置き換えられ、ペテロは Mercury に変えられているのだ。
英語訳ではしばしば行われているように、キリスト教的な内容をこうして回
                                                          




この話では auch が省略され、heilige が省略形の heil に、ihr が大文字の Ihr となっ
ている。（7. Aufl. Bd. 2, S. 93．） 
〔 202 〕 














                                                          
25 Sutton 1996 S. 192ff. 
26 Zirnbauer の評価も高くない。Zirnbauer, Heinz: Grimms Märchen mit englischen 












 図 5 トムソン画 【賢い人たち】 図 6 トムソン画【ホレおばさん】
 リヨン市立図書館蔵 リヨン市立図書館蔵 
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訳の “Squire Korbes” に一致している。 










もう一つの可能性としては、デイビス訳を収めた “Grimm’s Fairy Tales” 
という書名の、ウェーナートの挿絵を付けた版の存在も想定できる。残念な
がらこれまでのところそうした版は確認されていないが、廉価版の場合、紙
                                                          
27 デイビス訳、Davis S. iv. 






















                                                          
28 川戸道昭他編『児童文学翻訳作品総覧 第 4 巻 ドイツ編』大空社、ナダ出版センター、
2005 年。 
